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5年間の取り組み－プロジェクトとしての小括－  
荒木 敏夫  
はじめに   
私たちは、本プロジェクトを立ち上げるに際し、研究の意義と課題の設定について、次のよう  
な確認を行ってきた。すなわち、  
東アジアにおける先進文明国に位置する中国への各国の留学生は、文化・文物を移植・媒介  
した存在であったが、その歴史的な意義は、十分に明らかにされてこなかった。 本プロジェ   
クトは、本学が発見に大きな役割を果たした「遣唐使井真成墓誌」で培われた中国西北大学  
大学院との共同研究（その成果は『遣唐使の見た中国と日本』朝日新聞社、2005年、として  
刊行）を基礎として、隋・唐時代における中国への東アジア諸地域からの留学生の活動を可  
能な限り明らかにし、古代東アジアの国々におけるそれらの影響を解明した上で、東アジア  
世界史という視点の歴史学上の意義とその有効性とを追究したいと考えている。さらに、こ  
れは文物の媒介者の歴史的意義を問う試みであり、グローバル化した現代において見失われ  
がちな媒介者の正当な位置づけと、その果たしている重要性を確認しようとする点において、  
現代的な意義も有する研究といえる。   
こうした視点に立ち、5年間で、以下のような試みを重ねてきた。その取り組みを振り返りな  
がら、成果を確認し、残された課題も確認しておきたい。  
Ⅰ 5年間の取り組み  
1．公開講座・シンポジウム  
【平成19年度】  
■第1回公開講座  
テーマ：「井 真成一日中の研究状況」（参加者142名）  
日時 平成19年10月27日（土）13：00～17：00  
場所 専修大学神田校舎7号館731号教室  
専修大学東アジア世界史研究センター年報 第6号 2012年3月く211〉   
内容
「東アジアの留学生と井真成」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「井真成研究ーその後の研究動向」
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「中国からみた井真成墓誌の発見と最新研究」
王 維坤(東アジア世界史研究センター客員研究員、西北大学教授)
.第1回シンポジウム
テーマ I古代東アジアの国際関係と留学生J (参加者119名)
日時 平成19年10月28日(日) 10:00--17:00 
場所 専修大学神田校舎7号館731号教室
内容
「シンポジウム のねらい」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「古代東アジア研究の課題-西嶋定生・堀敏一両氏の業績に寄せて-J
金子修一(園事院大事教授〉
「遣唐留学生と日本文化の形成」 古瀬奈津子(お茶の水女子大学教授)
「日本の遣唐留学生と渡来人」 加藤謙吉(成城大学・中央大学兼任講師)
「唐とトルコ人・ ソグド人」 石見清裕(早稲田大学教授)
「遣唐留学生と請益生」 矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
討論 荒木敏夫、金子修一、古瀬奈津子、加藤謙吉、石見清裕、矢野建一
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
【平成20年度】
.第2回公開講座
テーマ I留学生が通った道ともたらしたものJ (参加者207名)
日時 平成20年7月26日(土) 13:00--18:00 
場所 専修大学生田校舎10号館10103号教室
内容
「趣旨説明」
「雅楽の来た道」
荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
渡辺信一郎(京都府立大学教授〉
「遣唐使の道 一大運河を中心に-J
「宝亀の唐使と遣唐使」
討論 渡辺信一郎、中村太一、栄原永遠男
中村太一(北海道教育大学釧路校准教授)
栄原永遠男(大阪市立大学教授)
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
<212> 5年間の取り組みープロジェクトとしての小括ー(荒木)
-第2回国際シンポジウム
テーマ r古代東アジア世界と日本・新羅の留学生J(参加者150名)
日時 平成20年11月22日(土) 10:00'-" 18:00 
場所 専修大学神田校舎7号館731号教室
内容
「趣旨説明」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「二重証拠法からみた『日本」国号の中国における出現」 葉 園良(国立台湾大学教授)
通訳:丸井 憲(専修大学兼任講師)
r8、9世紀における新羅人の ‘西学' 活動」
「外国人に対する唐王朝の政策」
権 思永(釜山外国語大学校教授)
通訳:呉 吉燥(立教大学兼任講師)
王 建新(東アジア世界史研究センター客員研究員、西北大学教授)
「留学生・僧による典籍・仏書の日本将来一吉備真備・玄肪・審詳-J
大平 聡(宮城学院女子大学教授)
討論 葉 園良、権 恵永、王 建新、大平 聡
司会 矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
通訳 丸井 憲、呉 吉燥
【平成21年度】
.第3回公開講座
テーマ r遣惰・遣唐留学生と日本文化J (参加者数176名)
日時 平成21年7月11日(土) 13:00'-" 18:00 
場所 専修大学生田校舎10号館10101号教室
内容
「趣旨説明」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「小野妹子・犬上御田鍬とそのふるさと」 大橋信弥(滋賀県立安土城考古博物館 学芸課長)
「遣唐使-帰国後の待遇についてー」
シャルロッ テ・フォン・ヴェアシュア(フランス国立高等研究院 教授)
「日本中世史研究からみた遣唐使」 関 周一(つくば国際大学・武蔵大学他 非常勤講師)
討論 大橋信弥、シャルロッ テ・フォン・ヴェアシュア、関 周一
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、 文学部教授)
.第3回シンポジウム
テーマ r古代東アジアの交流と留学生J(参加者 21日215名・22日157名)
日時 平成21年11月21日(土) 10: 00'-"17 : 00、22日(日) 10: 00'-"17 : 30 
場所 専修大学神田校舎l号館302教室
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内容
11月21日(土)
「趣旨説明」
「遣唐使研究と東アジア論」
「新羅の遣唐使と留学生」
「湖海の遣唐使」
荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
鈴木靖民(園皐院大事教授)
漬田耕策(九州大学教授)
酒寄雅志(園皐院大事栃木短期大学教授)
「遺陪・遣唐留学者とその役割」 森 公章(東洋大学教授)
討論 鈴木靖民、演田耕策、酒寄雅志、森 公章
司会 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
11月22日(日)
「趣旨説明」 矢野建一(東アジアー世界史研究センター研究員、文学部教授〉
r7・8世紀の長安の考古学」
王 維坤(東アジア世界史研究センター客員研究員、西北大学教授)
「新出土文献から見た唐代の中外文化交流」 李 浩(西北大学文学院長、教授)
通訳:丸井 憲(専修大学兼任講師)
「唐の道教をめぐる朝鮮と遣唐使」
土屋昌明(東アジア世界史研究センター研究員、経済学部教授)
「遺惰使・遣唐使のもたらしたもの 一様々な知識体系の将来-J
田島 公(東京大学史料編纂所教授)
討論 王 維坤、李 浩、土屋昌明、田島 公
司会 松原 朗(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
土生田純之(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
通訳 丸井 憲
【平成22年度】
.第4回公開講座
テーマ r遣唐使外交の終駕と東アジア・日本J (参加者200名〉
日時 平成22年7月10日(土) 13 : 00---17 : 00 
場所 専修大学生田校舎10号館10203教室
内容
「趣旨説明」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「モノから見た遣唐使以後の東アジアの交流」 皆川雅樹(専修大学附属高等学校教諭)
「大陸文化の『日本化』と国際交流~白詩と道真---J 佐藤宗誇(奈良女子大学名誉教授)
討論 皆川雅樹、佐藤宗誇
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
<214> 5年間の取り組みープロジェクトとしての小括一(荒木)
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
.第4回シンポジウム
テーマ rモノの移動と古代東アジア世界 一朝鮮半島と日本列島を中心に一」
(参加者 20日137名・21日129名)
日時 平成22年11月20日(土) 14 : 00"""'16 : 20、21日(日) 11 : 00""'" 16 : 00 
場所 専修大学神田校舎l号館301教室
内容
11月20日(土)
「趣旨説明」 土生田純之(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「出土遺物にみる百済の対外交流」 山本孝文(日本大学准教授)
「新羅の外来系文物」 宋 義政(韓国国立金海博物館館長)
通訳:高久健二(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
11月21日(日)
「推古朝と帝国性」 中野高行(東京農業大学第三高等学校教諭)
「考古学からみた日本列島と朝鮮半島の交流-4"""'7世紀の西日本地域を中心にー」
討論 山本孝文、宋 義政、中野高行、亀田修一
司会 土生田純之
通訳 高久健二
【平成23年度1
・第5回公開講座
テーマ r墓制から見た東アジアの交流J (参加者221名)
日時 平成23年7月9日(土) 13 : 00，.....， 18 : 00 
場所 専修大学生田校舎10号館10101教室
内容
亀田修一(岡山理科大学教授)
「趣旨説明」 荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
「楽浪郡と三韓・倭の対外交流」高久健二(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「墓制から見た朝鮮三国と倭」土生田純之(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「長安城郊外の唐代墓と東アジア」 劉 呆運(陳西省考古研究院惰唐考古研究部長)
通訳 : 三宅俊彦(専修大学兼任講師)
討論 高久健二、土生田純之、劉 呆運
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
通訳 三宅俊彦
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圃第6回公開講座
テーマ 1古代東アジアの国際情勢と人流J (参加者 19日144名・20日172名)
日時 平成23年11月19日(土) 13: 00""'17 : 00、20日(日) 10: 00""'17 : 30 
場所 専修大学神田校舎1 号館303教室
内容
11月19日(土)
「挨拶」 土生田純之(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授〉
「菅原道真と九世紀の日本外交」 高 兵兵(西北大学国際文化交流学院副院長・教授)
「日本と湖海の文化交流-承和年閣の『白氏文集』受容を中心に-J
浜田久美子(国立国会図書館司書〉
質疑応答 高 兵兵、浜田久美子
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
11月20日(日〉
19""'12世紀の日本とアジアーヒトの移動の視点から-J
「遣唐使と来日『唐人JJ -皇甫東朝を中心として-J
山内晋次(神戸女子大学准教授〉
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授〉
Ir古代東アジア世界史年表』の活用- r白村江の戦い』を事例として-J
窪田 藍(東アジア世界史研究センターリサーチ ・アシスタント)
「東アジア世界史と東部ユーラシア世界史」
鈴木靖民(園撃院大事教授・横浜市歴史博物館館長〉
討論 山内晋次、矢野建一、鈴木靖民
司会 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授〉
研究総括
「井真成墓誌研究の成果と課題」
矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「東アジア世界史の有効性をめぐって」
飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「古代東アジア世界史と留学生 一五年間の取り組みと課題-J
2. 研究会
【平成19年度】
.第1回研究会
荒木敏夫(東アジア世界史研究センタ一代表、文学部教授)
日時 平成20年2月16日(土) 13 : 00""'18 : 00 
場所 専修大学生田校舎 10号館10205教室
内容 「正倉院宝物と遣唐使」 吉津 悟(奈良国立博物館学芸課資料室長)
(216) 5年間の取り組みープロジェクトとしての小括一(荒木)
「新羅遣唐使の諸問題」
「遣陪使・遣唐使のく身体> J 
【平成20年度】
木村 誠(首都大学東京教授)
田中史生(関東学院大学教授)
・第2回研究会 「東アジア世界における人・物の往来と管理」
日時 平成21年2月7日(土 10: 30--18 : 00 
場所 専修大学神田校舎 7号館771教室
内容 「趣旨説明」 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「はじめに -東アジア世界における “人・モノ・情報" と遣唐使-J
皆川雅樹(専修大学附属高等学校教諭)
「入唐僧と海外情報」 河内春人(明治大学兼任講師)
「遣唐留学生像の需要と変選 -特に 「琴」 を意識しつつ-J
原 豊二(米子工業高等専門学校准教授)
「宋代明州における対日外交とその位置づけ -牒状を中心に-J
山崎覚士(大阪市立大学大学院特任講師)
「日本古代の対外交易および、渡海制について」 渡遺 誠(広島大学特別研究員)
【平成21年度】
・第3回研究会
日時 平成21年7月25日(土 13: 00--17 : 30 
場所 専修大学神田校舎 7号館784教室
内容 「趣旨説明」 矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「遣唐使人の伝える唐朝の制度」 韓 昇(復旦大学教授)
「日本 一溺海聞の擬制親族関係について- I古代東アジア世界」の可能性一」
【平成22年度】
・第4回研究会
日時 平成22年9月25日(土 14:00.......17:30
場所 専修大学神田校舎 1 号館7A会議室
贋瀬憲雄(日本学術振興会特別研究員)
内容 「贈尚衣奉御井真成を巡る二・三の問題-唐代の外国使節の授官と関連してー」
園第5回研究会
日時 平成22年10月30日(土) 13 : 00--15 : 00 
場所 専修大学神田校舎 l号館102教室
内容 「高霊・池山洞第73--75号墳の発掘調査」
中村裕一(武庫川女子大学教授)
表 成嚇(大東文化財研究院調査研究室長)
通訳 : 高久健二(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
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【平成23年度】
圃第6回研究会
日時 平成23年7月10日(日)
場所 専修大学生田校舎 10号館ゼミ101A教室
内容 「長安城南郊外における唐代墓の発掘と研究」
3. 刊行物
【平成19年度】
圃 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第1 号
【平成20年度】
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第2 号
【平成21年度】
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第3号
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第4 号
【平成22年度】
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第5 号
【平成23年度】
圃 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第6号
4. インターネットでの公開
・東アジア世界史研究センターホーム ページ
(http://www.senshu目u.ac.jpjーoff1024j)
劉 呆運(陳西省考古研究院惰唐考古研究部長〉
通訳:三宅俊彦(専修大学兼任講師)
東アジア世界史研究センターのホーム ページを作成し、公開講座・刊行物等をはじめとする研
究活動の公開を行っている。
圃データベース 「古代東アジア世界史年表(β版)J
(http://www.senshu-u.ac.jpj-off1024jnenpyou】\ankeijhanrei.htm)
日本・中国・朝鮮半島相互の対外関係に関する事項を史資料から集成し、 この典拠となった史
資料を参照できるよう併せて収録したデータベースを作成し、上記ホーム ページで公開している。
5. 研究成果の公開
研究成果を研究者のみでなく広く市民に公開するという目標は、公開講座とシンポジウム の参
加者数が示しているように充分に実現できた。
ちなみに、 6回の公開講座の参加者は、 それぞれ142・207・176・200・221・延316名、計1，262
名であり、4回のシンポジウム の参加者は、 それぞれ119・150・延372・延266名、計907名、併
せて2，169名であった。
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同趣の試みは、他に、専修大学エクス テンションセンターが実施の大学公開講座に協力し、平
成20年秋に 「東アジアの国際交流を探る-遣惰使派遣1400年記念一」を、平成21年秋には 「古代
東アジア世界と日本・中国」を、テーマとして掲げ、 こ こでも研究員をはじめとする研究の成果
を市民に広く公開してきているO
さらに、専修大学における教養科目の授業においても、研究代表者を中心にして 「東アジアの
前近代の政治・文化・社会と近代の予兆」と題する 「総合科目」を、研究員を含む複数の講師に
よるオム ニパス形式の講義を開講し、研究の成果を学生に公開している。
これらに加え、各研究員の時宜に応じた外部での学会報告や講演会での成果の報告・講演も活
発に行ってきた。
E 成果と課題
研究目的の第一の柱に掲げた研究の成果である東アジア世界論については、従来の、中国を中
心点として放射線状にのびる朝鮮・激海・日本の各線上での往復交通として、また冊封体制といっ
た秩序関係として捉えられていた東アジア世界論に対して、中国を中心点としつつも、その文化・
文物・制度を受容する側である同心円上に並ぶ朝鮮・溺海・日本の 「東夷間」交通としての東ア
ジア世界論を試論として提出する ことができた。 そ こには、 これら各地域における独自性と主体
性とが一つの世界を希求する歴史を構造的に捉えようとするものである(なお、 この点について
は、本年報に載せた飯尾秀幸 「古代東アジア世界論について」が、 さらに深く検討しているので\
是非、参照してもらいたい) 。
同じく第二の柱である唐・新羅・日本・湖海の交通関連の年表と史資料とをリンクさせたデー
タ 「古代東アジア世界史年表」をホーム ページ上に公開する こととし、平成21年度から、その一
部を利用可能な状態にし、それ以後、各年度にその対象年代を広げていく ことができた。 プロジェ
クト最終年度である今年度中には、当初の計画通り、惰の成立から溺海の滅亡までの期間(581
年""926年) のデータを公開する ことが可能となる予定である。
また、井真成問題については、本センターによる研究の組織化によって、成果の集約、新たな
問題提起が進み、学界並びに新聞報道を通じて、広く社会に禅益し、墓誌発見以後の日本におけ
る研究の中心拠点としての役割を果たす ことができた。
就中、その入唐時期と身分については、本センターによる日中両国の研究者の論議を通じて最
も鮮明となった分野のひとつといえるO なかでも唐代の外国使節の贈官授与等についての実証的
研究を蓄積し、年報によって学界に提供でき、今後の井真成研究において看過しえぬ成果を残し
たものといえよう。
当初の計画になかった研究会は、研究状況の把握に機動性をもたせる意味から実施に踏み切り、
既に13人の研究者の協力を得て6回にわたって実施しており、 この実施によって、本センターが
東アジア世界史における研究者や研究情報の、特に若手研究者にとっての拠点としての機能を果
たす ことができているO
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また、平成19年度にR.Aに採用した一人が松戸市立博物館の専任の学芸員に採用され、平成
21年度には博士の学位を取得している。 また平成23年度にも、平成22年度採用のR.Aが平成23
年度に博士の学位論文を提出した。 後継者養成を目的の一つに置いている本センターの役割から
すれば、大きな成果として記しておきたい。
こうした拠点作りとその維持は、国公私立大学が共通して目ざすべき社会的責務であるが、残
念ながらその意欲は減退しているだけに、小たりとはいえ、発足・維持させてきた意味は大きい
と考えている。
今後の展望
この 5 年間、「東アジア世界」 という大状況と 「留学生」 という個別 テーマ を、それぞれ独自
に、また複合させて探ってきたが、そ こで得られた成果をス テップにして、アジアと日本を考え
続けるために、さらに研究 テーマを練り上げ、新しい研究プロジェ クトを立 ち上げる ことを考え
ている。 また、 この ことによって、本プロジェ クト立 ち上げによって生まれ、 この間維持してき
た 「東アジア世界」・ 「東ユーラシア世界」 を考え続ける一つの研究拠点として活動していく こ
とを期したい。
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